
建築と環境・設備を一緒に考える。
自然と共存する心地よい空間を追求し、
カーボンニュートラルを実現

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。

未 来を
創　る
研究室
建設業の次世代を担う
大 学 研 究 室 訪 問

総研
Presents
Vol.25

人の感じる心地よさは人それぞれ。
数値では割り切れないから面白い。

　持田先生が環境設備の道を選んだきっかけ
は、大学3年生の時に出会った関西国際空港
の記事だった。建築家レンゾ・ピアノと設備
設計者が協働し、気流シミュレーションによ
って屋根の形を決めていった過程に強い魅力
を感じたという。「設備や環境が建築の形を
決定づけることに衝撃を受けました」と語る。
　最も印象深い仕事は、静岡県にある研究所

「ROKI Global Innovation Center -ROGIC-」
だ。南側ガラス面による暑さが課題となる中、
暑いにも関わらず、外のカフェで快適に過ご
す人々の様子からヒントを得、外部に近い室
内空間という革新的な発想が生まれた。建築
家と対話を重ね、環境に合わせた建築・設備
を考えていく。建築と自然が共存する心地よ
い空間の創出という先生の理想を実現させた。
　設備系の設計は、さながら穴埋め問題を解
くようにも見える。そうではなく、建築全体
を見て、周囲の環境を「感じる」ことで、新
しい世界が見えてくると先生は説く。
　「数値と体感をセットで考えることが環境
設備デザインの肝です。」と、持田ゼミでは人
が感じる心地よさを理解するために体験や体
感のフィールドワークに力を入れている。
　計測器を片手に公園を訪れ、それぞれの

「心地よさ」を感じる場所を測りデータ化し、
数値と体感の法則、乖離の理由などを研究し
ている。「心地よさは数値だけでは測れない
し、個人によっても違います。数値だけでな
く、体感も考慮し総合的に考えた環境設備設
計を目指していければ」と語る。
　自然と人間をつなぐ心地よい空間を創出し
ていくことが、エネルギーを削減しカーボン
ニュートラルの実現にもつながる。「それには
断熱性能の向上が重要であり、パッシブハウ
スの実測でも効果は明確に現れていますが、
それを知ったうえで、『心地よさ』をデザイン
することで解決してゆく方法もあるというこ
とも示していきたいですね」と先生は力をこ
める。

１｜研究室（スタジオ）のある鷹の台キャンパス
２｜スタジオ（研究室）の日常
３｜「体験」を鍛える。田植えイベント
４｜美術大学の購買部「世界堂」圧巻の品ぞろえ。
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２

３

４

持田 正憲 教授 博士（工学）
2009年　早稲田大学理工学部建築学科　卒業
2011年　早稲田大学創造理工学研究科建築学専攻　修了
2012年　早稲田大学創造理工学部助手
2014年　早稲田大学にて博士（工学）取得
2014年　工学院大学建築学部助教
2018年　早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科　講師
2021年　早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科　准教授

（現在に至る）

武蔵野美術大学　建築学科

持田スタジオ（研究室）
持田 正憲 教授
1996年　工学院大学 工学部 建築学科　卒業
1996年　株式会社　ピーエーシー　入社
2007年　アラップ　入社

（オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド）
2014年　株式会社　日総建　入社
2018年　MOCHIDA建築設備設計事務所　設立（現在に至る）
2021年　武蔵野美術大学　建築学科　教授（現在に至る）

MASANORI MOCHIDA

専門分野｜建築設備設計、建築環境デザイン
研究テーマ｜建築と環境・設備の融合、建築と自然の共存、建築と人
間の新しい環境。建物を主体にした設備設計ではなく、最初から設
備・環境への負荷を減らした建築設備を追求。
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数値と体感をセットで考え理解を深める
答えを出すまでの過程を重視した指導を心がけてい
ます。大切なのはゴールに最短でたどり着くことで
はなく、そこに至るゴールまでの過程です。回り道
をするほど新しい気付きがあり、知識が増えていき
ますから、その楽しさを知ってほしいです。また、
建築環境の理解にはシミュレーションの数値だけで
なく、その数値を実際に体験してみることが重要で、
座学で学んだ内容を自分たちで体感できる機会を積
極的に設け、数値と自分が感じる体感をセットで考
えられるように工夫しています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2024年11月の取材当時のものです

友
岡
孝
貴
（
と
も
お
か
こ
う
き
）

学
部
４
年
　
東
京
都
出
身

趣
味
：
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
読
書
。
価
値
観

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

鈴
木
香
耶
（
す
ず
き
か
や
）

修
士
２
年
　
愛
知
県
出
身

趣
味
：
ゼ
ミ
帰
り
に
冷
凍
ス
イ
ー
ツ
の
お
店
に
寄
る

こ
と
、
手
帳
カ
バ
ー
集
め

菅
野
優
貴
（
か
ん
の
ゆ
う
き
）

修
士
１
年
　
神
奈
川
県
出
身

趣
味
：
青
唐
辛
子
ラ
ー
メ
ン
店
め
ぐ
り
、
ラ
イ
ブ
鑑

賞
。
お
香
を
焚
い
て
空
気
の
流
れ
を
感
じ
る
。

小
川
泰
雅
（
お
が
わ
た
い
が
）

学
部
４
年
　
東
京
都
出
身

趣
味
：
展
示
会
め
ぐ
り
。
帰
り
際
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
購
入
し
フ
ァ
イ
ル
に
収
集
す
る

地
球
環
境
と
の
共
生
を
考
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

　
私
は
設
備
設
計
会
社
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
き
っ
か

け
に
、
電
気
機
器
に
頼
ら
ず
住
環
境
を
良
い
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
持
田
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。

持
田
先
生
は
、
先
に
正
解
あ
り
き
で
そ
こ
に
誘
導
す

る
よ
う
な
指
導
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
考
え
を
尊
重

し
、
何
か
が
導
き
出
せ
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
を
く
れ
る

の
で
、
正
解
と
さ
れ
る
答
え
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

気
付
き
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
思
考
を
深
め
て

い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
先
生
の
ご
自
宅
に
伺
っ
て
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ

ス
の
快
適
性
を
実
感
し
た
り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を

手
伝
い
収
穫
し
た
新
米
の
お
い
し
さ
に
感
激
し
た
り
、

教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　
将
来
は
、
地
球
環
境
と
の
共
生
を
考
え
た
都
市
づ

く
り
の
仕
事
に
就
き
た
く
、
自
然
を
壊
さ
ず
に
発
展

し
て
い
け
る
人
の
暮
ら
し
と
建
築
の
か
た
ち
を
探
っ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
物
だ
け
で
は
な
く
周
囲
の

環
境
全
て
が
主
役
。
全
て
が
調
和
し
た

愛
さ
れ
る
空
間
を
作
り
た
い

　
そ
の
場
所
を
掘
り
下
げ
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の

姿
を
理
解
し
た
上
で
建
物
を
設
計
し
て
い
く
方
法
を

学
び
た
い
と
思
い
、
持
田
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。
設

計
の
ア
イ
デ
ア
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
し
た
時
、「
愛

が
足
り
な
い
！
」
と
先
生
か
ら
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

「
そ
こ
に
住
む
人
々
や
周
囲
の
自
然
を
理
解
し
、
そ

の
場
所
を
愛
す
よ
う
に
な
れ
ば
お
の
ず
と
答
え
は
見

え
て
く
る
」
と
先
生
は
言
い
ま
す
。
設
計
者
と
し
て

の
エ
ゴ
を
出
す
の
で
は
な
く
、
利
用
す
る
人
の
立
場

に
な
っ
て
、
最
適
な
設
計
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
ゼ
ミ
で
学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
ア
ト
リ
エ
的
な
設
計
事
務
所
に
入
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
空
間

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
建
物
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

環
境
も
主
役
。
全
て
が
調
和
し
、
人
か
ら
愛
さ
れ
る

場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
値
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く

体
感
を
大
切
に
、
最
高
と
感
じ
ら
れ
る

空
間
を
創
造
し
て
い
き
た
い

　
持
田
ゼ
ミ
に
入
っ
た
理
由
は
、
基
準
値
や
構
造
計

算
と
い
っ
た
数
値
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、

自
然
環
境
や
人
間
の
感
覚
を
大
切
に
し
た
建
築
・
設

備
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
座

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
で
体
感
し
て
み
る
こ
と
を

重
要
視
し
て
お
り
、
そ
の
数
値
が
実
際
に
ど
ん
な
も

の
か
を
体
感
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
多
い
で

す
。
最
近
、趣
味
で
登
山
を
始
め
た
の
で
す
が
、標
高

が
上
が
る
ほ
ど
に
感
じ
る
寒
さ
を
、
標
高
１
０
０
ｍ

ご
と
に
〇
・
六
度
気
温
が
下
が
る
と
い
う
知
識
と
合

わ
せ
な
が
ら
体
感
し
て
い
ま
す
。

　
持
田
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
「
体
感
」
を
大
切
に
、
将
来

は
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
空
間
を
作
っ
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
個
人
の
ア

ト
リ
エ
事
務
所
な
ど
で
建
築
士
と
し
て
、
施
主
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
を
し
て
、
そ
の
人
が
最

高
だ
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
創
造
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

心
地
よ
い
環
境
を
追
求
し
、

広
い
視
点
で
環
境
と
調
和
し
た

空
間
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

　
私
は
、
建
築
は
人
の
た
め
に
あ
る
べ
き
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
環
境
を
考
え
ず
に
作
ら
れ

た
よ
う
な
大
規
模
な
建
築
物
や
、
デ
ザ
イ
ン
重
視
の

建
築
物
な
ど
を
目
に
す
る
度
に
疑
問
を
感
じ
、
歴
史

的
視
点
や
環
境
的
視
点
か
ら
の
設
計
を
学
び
た
い
と

持
田
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
、
建
築
理
論
だ
け
で
な
く
、
風
通
し
や

採
光
な
ど
の
環
境
面
か
ら
心
地
よ
い
空
間
を
考
え
る

姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

自
分
に
と
っ
て
心
地
よ
い
環
境
と
は
何
か
を
追
求
し
、

そ
こ
か
ら
建
築
の
か
た
ち
を
導
き
出
し
て
い
く
設
計

手
法
で
す
。
私
が
心
地
よ
い
と
思
う
空
間
は
、
全
く

静
か
な
空
間
と
い
う
よ
り
も
少
し
だ
け
外
の
ざ
わ
め

き
が
入
っ
た
空
間
、
普
通
に
明
る
い
空
間
よ
り
も
少

し
だ
け
光
が
入
っ
た
空
間
な
の
で
、
そ
の
感
覚
を
大

切
に
し
な
が
ら
将
来
は
、
広
い
視
点
を
持
っ
て
、
環

境
と
調
和
し
た
空
間
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

建築と環境設備の
融合についての研究

単純に要求される数値性能から設備を設計していくのではなく、建築の負荷
をいかに減らせる設備設計ができるか、建物のかたちから追求しています。
例えば、池のある公園などを訪れ、池が風の流れにどのような作用を及ぼし
ているのかを調べ、どのような建物を作ればエアコンをあまり使わずに快適
に過ごせるのかを探っています。また、それぞれ自分が心地よいと思う空間
を探り、計測器でその場所のデータを測り、体感と数値を照らし合わせて、
出てきた数値が一般的に心地よいとされている基準値内なのか、基準値から
離れていても心地よく感じた理由はなぜか、などを研究しています。

１

最近の研究テーマ

住宅のカーボンニュートラル
（パッシブデザインハウス）に
ついての研究

自宅をパッシブハウス※として建築し、実際の生活を通じてパッシブハウス
の効果を確かめています。断熱性能を高め、日射を制御することで、冬はほ
とんど暖房を使わずに過ごせており、夏は外からの熱負荷を最小限に抑える
ことで、小さなエアコンで快適な室温を保てています。難しいのは春秋の中
間期で、日射角は同一だが、真逆の要件となるため、ブラインドの調整など
工夫が必要です。環境を生かし、設備機器になるべく頼らない快適な暮らし
を追求しています。また、学生には自宅の見学も実施しています。

※　 パッシブハウス…ドイツの省エネルギー建築設計手法で、自然エネルギーを最大
限に活用して快適な暮らしを実現するもの。

2
学校の断熱改修、
断熱ワークショップに
ついての研究

現在の校舎基準では教室にエアコンを設置しても、場所による
温度差が生じてしまいます。教室内がどこでも均一な温度にな
るよう、断熱改修プロジェクトに取り組んでいます。

❶　 大学の寒かった教室に中空ポリカーボネート＋木枠を窓の内側に
取付け簡易的な二重窓とし、その効果を検証しています

❷　 母校の小学校では、断熱の重要性を伝えるワークショップも実施
しています。

3

趣味の建築手ぬぐいコレクション

❶

❷
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